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～タイ市場と30年の取組み～
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本日お伝えしたい事00

弊社の成功事例の発表ではなく

海外進出をご検討されている企業様
輸出事業の伸び悩みを感じている企業様

皆さまに少しでも海外売上を伸ばす
ヒントになれば幸いです
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ヤマモリ海外事業

タイ市場について

海外展開について

01

02

03

AGENDA
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ヤマモリの海外事業について01

ヤマモリ株式会社

Siam Yamamori Co., Ltd.
調味料・レトルト食品工場

Yamamoritrading Co., Ltd.
販売会社

海外のお客様（タイ+20か国）日本のお客様

販売

しょうゆ

タイフード
輸出

調味料
レトルト

原料用しょうゆ
販売

Yamamori Vietnam Co., 
Ltd.

販売会社

販売
サポート

販売

ヤマモリ株式会社

Siam Yamamori Co., Ltd.
調味料・レトルト食品工場

Yamamori (Thailand) Co., Ltd.
しょうゆ工場

タイフード
輸出
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現地法人を設立する価値01

私たちが考える「現地法人」を置く意味とは

現地のリアルタイムな情報収集

価格・市場トレンド・競合・得意先の本音
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01 タイ事業の歩み

1995年にタイ進出、昨年30年を迎えました
輸出だけではなく、現地で事業を継続

SYC

（2004）

タイ進出
（1995）

タイフード発売
（2000）

桑名小袋スープ
工場（1989）

伊勢醤油本舗
（1993）

サワー発売
（1983）

食品

醤油 特許

1965 （S40）
｢味つゆ｣発売

レトルト殺菌装置
自社開発山森食品醸造(株)

新発足(桑名工場完成)

醤油醸造業創業

三林憲忠
社長就任

1889 1966

(S41)

1969

(S44)

1977

(S52)

1982

(S57)

1988

(S63)

2001

(H13)

セントラルパック
ヤマモリグループへ

（2007）

伊勢醤油本舗本店
おかげ横丁へ開店

（2011）

YTH

（2013）

サイアムガーデン開店
（2005）

2025

(R7）

調味料

1951

釜めしの素発売
（1969）

そのままつゆ発売
（1984）

飲料

海外

レトルト

VISON

アクアイグニス多気
開店（2021/7）

2019

(R1)

創業
130周年

ベトナム
進出
（2025）

2022

(R4）

三林圭介
社長就任

タイ日清
（1988）

松阪工場完成

大山田PC完成

アジア食品
ヤマモリグループへ

（2023）

風土食房
ヤマモリグループへ

（2025）



Copyr ight  © 2026 yamamor i  inc .  A l l  R ights  Reserved. 7

01 タイ事業の原点

タイのナンプラーは「しょうゆ」と同じ発酵調味料
日本食も受け入れられるのではという仮説

1995年にタイで醤油の醸造販売を開始
2000年にはレトルトのタイカレーの製造と輸出販売開始

食文化の交流を通じて
タイと日本の架け橋になる事を目指しています
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01 理念は行動基準

「タイと日本の架け橋になる」という事業理念の基に

商品開発 人材育成 企業運営販売戦略

全ての判断基準となり従業員が活動
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02 タイ市場について

親日国であり、ASEAN経済の中心
日本食も浸透している事から参入企業は増加

一方でタイ市場を取り巻く環境は変化
人口減による労働集約型モデルは限界
中国企業の進出により競争が多国籍化
サプライチェーンは価格から品質と長期的な信頼関係が必要に

日本食レストラン数 2024年Jetro調べ 業種別日系企業数 2024年Jetro調べ
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02 タイ市場について

ヤマモリの販売チャネルは４つに大別される
➀リテール
CPやcentralなど大手財閥が市場を席捲
「本物の日本品質」が差別化のポイントであるが、ラベルの工夫や現地の販促が必須
また自社商品をメインで販売するディストリビューターの選定が最重要
現地企業に出資しパートナーシップを構築している
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02 タイ市場について

ヤマモリの販売チャネルは４つに大別される
➁レストラン
日系・タイ系の企業が日本食レストランを展開
日本と同等品質の商品を現地調達できる事がメリットとなる
「品質×コスト×開発力」を両立させる事が重要
現地メニューへのレシピも含めた提案も行っている

また2017年にはスギモトミートタイランドに出資、和牛の輸入販売も行っている
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02 タイ市場について

ヤマモリの販売チャネルは４つに大別される
③加工工場
タイは畜肉（唐揚げや焼き鳥等）魚介加工（缶詰等）米菓の世界有数の生産拠点
安定した品質と供給体制が武器となる
Halal認証を持つ工場が増加しており原料生産工場にも同認証求められるケースも

また現地および最終ユーザー（例えば日本）に対し両面で提案する事が重要

委託生産

原料提案 原料供給

スーパー
マーケット

製造工場
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02 タイ市場について

ヤマモリの販売チャネルは４つに大別される
④海外輸出
タイから20ヵ国、日本から12ヵ国へ商品を輸出
両生産拠点の強みを活かしながら販売エリアを増加

狙うチャネルと取扱い品目を鑑みたディストリビューターの選定が最重要
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経営層
取り組むことを決める

（方向性・覚悟）

02 タイ企業との向合い方

タイ企業はトップダウンで意思決定される
現場合意≠意思決定
どの企業と取組むかが重要であり、キーマンを押える事で現場が動く

取引先ではなくパートナーである意識
短期売上より中長期の信頼構築が重要
継続がビジネスの横展開に繋がる

取締役・管理職層
双方のメリットを整理
何をするかを決める

現場
折衝・日常のやり取り

（実務の実装）

意思決定
設計

合意形成
実行・運用
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02 タイへの輸出について

ヤマモリ（日本）はタイ向けに自社商品を販売していますが
他社商品を混載し、現地のディストリビューターに輸出しています

自社で全てをやろうとせず現地に拠点を持つ企業と組む
という進め方も一つの選択肢です
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02 海外展開で考える事

海外展開は「売れるか」ではなく
「継続して成長できるか」

輸出か、現地か、ではなく
日本と現地をどう繋ぐか

短期利益ではなく
信頼関係と構造設計が成否を分ける

ヤマモリは「ご縁」を大切にタイ事業を30年続けてきました
次はベトナム更には他国との懸け橋となるべく事業拡大を検討しています
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